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　　　　　　　　　L 　緒　　言

　成熟せ る嘯乳動物 江 お い て は ，経 口 的に 摂取 した蛋白

質 の 大部分は 腸管内で ア ミ ノ 酸 に ま で 分解 され て か ら吸

収 さ れ るけれども ，

一部は 蛋白質その まま，あ るい は あ

る 程 度 分 解 され て も，抗原 として の 活性を保持 した ま ま

吸 収 され る 事もあり得る と考えられ る事実が存在する．

食餌性 ア レ ル ギ ーがその 良い 例 で あ り，上 記 の 事実を証

挺 づ け よ うとす る 試み が 数多 くな さ れ て い る．

　動物実験 で は EhrliGhη が幼若動物の 腸管吸 収 に よつ

て 免疫成立 をみ た の が 最初 で あ り，Smith ＆ LittleE） は

ウ シ の 初 乳 か ら の 蛋白吸収を報告し ， 更 に Culb ｛rrtson3 ｝

は rat の 初乳中 の 抗 trypanosoma 　 lewisi 抗体が 幼若

rat の 腸 管 よ り吸 収 され る 受身免疫 が 成立 し ， そ の 抗体

吸収 は ，成育 と共 に 減少す る と報告 した ．

　成熱動物に お い て は ，Uhlenhuth ‘，
は ウ サ ギ に 卵を長

期間食 ぺ させ る と，那 に 対す る沈降抗体 が 生ず る と報告

し，Dent ＆ Shilling5〕 は 血漿蛋白 の 吸収をみ て い る，

1・askow3kifi ⊃お よび Dansft） r 由 ＆ Morei ）
は rat の腸管 よ

りの Insuiin の 吸収 を 血 糖 の 低 下 を 指標 に 証明 し て い

る一こ の 場合，消化酵素阻害剤こ とに 乳汁中に 含 まれ る

inhibkor の 存在に よつ て の み J 吸 収がな され る と して

い る ．

　 ヒ トに お い て は ，
Ascolie｝ が卵を たべ て か ら45分緩に

血中 に 卵白が現われ て くる こ とを 沈降反応 で 証明 した ．

しか し Ganhofner ＆ Langer9 ，
は 蛋白 の 腸管吸収は 新

生児 で は 生理 的 に み られ る が ，成育緩に お い て は 蛋白を

大量 に 与えた 時 の み
， あ るい は 腸 管 が 傷害 され た 時 に の

み ら み れ る翼象で あ る とし た，

　 しか し，Brunner ＆ Walzer ら
ie ，1±PrausnitZ−KUstner

反 応 を 利用 し，腸管吸収に よ る 微量 の 蛋白抗原を検出

し た ．即 ち ニ シ ン に 対す る食餌 ア レ ル ギ ー
患者 の 血清を

正 常人 の 皮 内に 注射 し ，ニ シ ン を 食ぺ させ て 注射個所 に

wheal 　 and 　fiare　 reaCtion が出現す る事を報告し ， 更 に

こ の 血 清を65人の reclpient に 注射 し，ニ シ ン を 食ぺ さ

せ た とこ ろ ，
93．8％に腸性 に 出た の で ，成人 に お い て も腸

管 よ りの 蛋 白 吸 収は 生理 的現象 で ある と し た．Walzerm

は 卵 に 闘 して は 2 人 の recipient を 使つ て 経 口投与を

行 なつ て お り，2 例 とも陽性 に 出て い る．Alexander ら

” ’
“t ，那を与 えた イ ヌ の 門脈血 と胸管 リ ン パ 液を PK 反

応 の 抗原として 用 い て ，リ ソ バ 蔽の み が陽性な の で ，腸

管 よ り血 中 へ の 蛋 白 吸収 は 胸 管に よ る と証明 し た ．

　最近 で は ，蛋蛋白分解酵素が経 口 投与 の 消炎剤 として

広 く臨 床 上使わ れ る よ うに な り，そ の 腸管吸奴 をめ ぐつ

て 論議が な され て お り，再 び 蛋白 の 腸管 吸 収の 問 題 が 注

目を集 め て きて い る ．守屋 ら
itl

｝1　 li：i を結合せ る キ モ ト

リブ シ ン を ダ イ コ ク ネ ズ ミ に 投与し，同
一

蛋白を思 われ

る物質が 血中 に 出現す る の を み て い る．

　　　　　　　　 K 　 目　　的

　  腸管内 よ りの 抗原吸 載 を PCA で 調べ る こ とが で

きるか 否 か を 調べ た ．腸管 よ り循環血液 に 移行行 した と

思われ る抗原を沈降反応 ， 凝集反応 の inhibition　 tesg

動物血清中 の 移行抗原を PK 反応 の al ！ergen と して 用

い る 方法 ， あ る い lt　ln
：

結合抗原を Sephadex の gel

’filtratiDnで 検出す る 方法等 があ る．　 Sephadex を使 う
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場 台，もとの 蛋白 と 同 じ泣 の 分子 量で あ る事が わ か つ て

も，同一
の 物質で あるか ど うか わ か らな い ．又他 の 方法

は 手数 がか か る ．

　そ こ で ，経 口 的 に モ ル モ
ッ トに 抗原を与え て PCA が

出 るか どうか を確 か め た ．PCA は 方法が 簡単 で あ り，

且 つ 鋭敏 な 反応で あ る （裏 1）．従つ て 血中 に 移行せ る

表 ユ　 代 表 的 な 免 疫 反 応の 感 度

方 法
i検 出 で き る 最 少 抗
i体 窒 素 量 （Ab ．N）

沈 降 反 応

凝 集 反 応

補 体 結 合 反応

溶 血 反 応

ユ・e＃9O
．3o
．07o
．05

受 身 赤 血 球 凝 集 反 応 0．002

受 身 皮 膚 ア ナ フ イ ラ キ シ
ー一 e．o 2

免疫粘 着 反 応 O．ODO5

殺菌反 応 　　　　　　　　　　1　　0．0002

西 岡 に よ る，　（岩波書 店、 現 代 の 生 醤学 5
， 免

疫 生 勅 学
， 第 3 章 よ り引用）

饌量な抗原 も検出来る と瑚待され る ．

　   　ア レ ル ゲ ソ の 経 口 投与に よる PK 反 応 の 場 合 ，ア

レ ル ゲ ン の 頻 回 投与に よ り皮暦反応は ど う変化す るで あ

ろ うか ，

　   Walzer ら
11 ）

は ，ニ シ ン に 対する reagin を用 い て

recipient の ア レ ル ゲ ア の 腸管販 収 をみ て い る が
， 同 じ

reagln で あつ て も ieciplent に よ り陰性例があ り，且 つ ，

皮内 で の ア レ ル ゲ ソ 注射で ば陽性に 出 る例 が あ る と報告

して い る．そ の 原因 と して 腸管吸収 が 全 くな い か ，極め

て 少ない た め と考え られ る が，他 の 要囚 もあ るか も知 れ

ない と述べ て い る．

　卵 は 食 品 と して 極め て
一

般的 な もの で あ る ，抗原 と し

て 韜環血液中に 入 り得 るな らば ，正 常入に も抗体を 作 る

事 が あ り得 るの で は なか ろ うか ．ア レ ル ゲ ン の 経 口 投与

で PK 反 応 が陰性，皮内の 注射 で 陽性の reclpient に つ

き，その 血清中の 自然抗体を 調ぺ ，皿 中に 移行せ るア レ

ル ゲ ン が 中和され得る可能1生を検 討 した ，

　　　　　　　 m ・ 材料及び方法

　1）　抗卵白ア ル ブ ミ ソ 血 清

　 5 回 再結晶卵白 ア ル ブ ミ ン （Sigma 社 ），10  を O．5rn廴

の 生 理 食塩水 に 溶解 し躙 O．5ml の Freund ’
s　compiete

adjuvant と充分混合 し 1、ater 　in　oil の 状態 に して，ウ

サ ギ の foot　 pads に 皮内注射 した． 1遡閥お き｝こ 5回 注

射 し、最終免疫後10日 目に 採血 し ， 血清分離後一一・25℃ に

凍結保存した ．

　 2）　卯白 の 経 口 投与に よ る PCA

　 抗卵自ア ル プ ミ ン ウ サ ギ血 清 O、1ml 、お よび 対 照 と し

て 正常 ウサ ギ 磁漕 0．1mi を，お の お の 1ヵ 所 ずつ ，モ

ル モ ッ トの 背部に 皮内注射 した ．モ ル モ
ッ

ト 8 匹 〔‘IOO

8 前緩の オ ス ）に 注射 し ， 注射 して か ら 4 時闘俵 に 全部

に 1％ Evans　biue液 O、5mi を静脈注射 して ，た だ ち

に そ の うち 4 匹 に 酔貞 正m 【を の まぜ た ．駒込 ピペ
ッ ト

に て 舌の 先 よ り冂 中に 流 し，5 分位か け て ，な め さ せ る

よ う に し ， 気管内に 入 るの を避け た ，あ との 4 匹 は ，対

照 と して ， 経 口 投与を しなか つ た ，

　 3） 抗 チ ト ク 卩
一

ム C 製剤抗血清

　市販 の チ トク ロ ーム C 注射液 を Freund ’
s　 complete

adjuvant と混 台 して ，ウサ ギ 5 匹に 免疫 した ．濃縮 した

チ トク 卩 一ム C 注射液を ウサ ギ の 体重 L   に つ き蛋 白量

に し て 3   の 割合で，4 回 foot　pads の 皮内に 注射し，

1週 間 後の 採血 で 得た 血 清 の うち ，PCA （Ovar γ法）
10

で 陽性に 出 た 2 匹 の ウ t ギ の 血 清を使用す る こ と に し

た ，

　4｝ チ ト ク ロ
ー

ム C の 経 口 投与に よ る PCA

　卵白の 場合 と同様に 行なつ た．チ トク P 一
ム C 注射液

1m ［ （蛋 白量 3 鵬9 ）を ，口 中に 入 れた が，卵 白 の 場 合

の よ うに ，モ ル モ
ッ トに ，なめ させ る事 は で きな か つ た

の で J 舌 の 後都 に 入 れ，嚥下させ る事 に した J

　 5） 鄒 ア レ ル ギー
患者血清

　患者 は 35才 男子 で ，す で に 斉藤 ら
1
魯 こ よ り報告 さ れ た

症蜊 で あ る．田産後 ，卵 2 個に て 体を洗わ れた とい う既

・往が あ り，卵の 摂取 に よ り， た だ ち に 悪心 ， 嘔吐 ，つ い

で 腹痛が 起 り，腹痛 は 次 第に 下 降 し下 痢 とな り，唯 吐 ，

下 痢が 2 時 間 位続 く．鎮吐 剤，腸 の 鎮痙剤 を 注 射 し て卵

の 体外排出を 抑制す る と，卵 の 摂取後30分匠経 て 全身に

蕁麻疹 を 生ず る．卵を大量摂取す る と，卵 の 体外排出を

搾禰しな くて も蕁麻疹が 生ず る ．ま れ に 喘息症状も起 き

る ，

　6） 卵 の 経 口 投与に よ る PrausnitZ−KUstner 反慰

　健康 な 成人男子 2 名 ， 女子 2名 ， 内皮内に 患者血 清を

0．lml 注 射 し，
24時 間に ， 生卵 1 偶 を 経 口 的 に 摂 取 さ

せ た ．wheal 　 and 　 Hare　 reaction の 出な か つ た 例に は ，

PK 　 site に ， 卵白ア ル ブ ミ ン 溶蔽を注射 して 、　 reagin

の 燭着の 有無を調べ た ．又陽性例に は ，更 に娼 時間後，

N 工工
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生 卵をの ませ て 反応を調べ た ．

　7＞ 寒天ゲ ル 内沈降反応

　卵 を経 口 的 に 与 えて PCA 反 応 を 行 な つ た モ ル モ
ッ ト

ならび に PK 反応を行なつ た recipients か ら， 反応が

陽性 に 出た 時間に 採血 して ， そ の 血清中の 卵白 ア ル ブ ミ

ソ の 有無を ，
Ouchterlony 法 に ょ る agar 　gel

’ diffusion

で 調ぺ た ．抗卵白ア ル ブ ミ ン ウサ ギ血 清 との 間に 沈降線

の 出現 を 1 週 間に わ た つ て 観察 した ．

　8）　Radioimmunoelectrophoresis

　PK 　 site を作る前に recipients よ り採血 して 得た 血

清 ， ならび に モ ル モ
ッ トで PCA をやる 前に 採血 して 得

た 血 清 で ，Yagi らめ方法
16 〕

に 従 つ て radieimrnunoele −

ctrophoresis を 行 なつ た ．

　　　　　　　　 rv． 結　　果

　D　卵の 経 口 投与に よる PCA

　抗卵白ア ル ブ ミ ソ 血 清を皮内に 注射 し
， 卵を 経 口 的 に

与えた モ ル モ ッ ト4 匹 の 全部 に PCA 陽性で あつ た ．卵

を の ませ て か ら45分な い し 1時間まで に 反応 が出現 し

た ．対照血清は すべ て陰性 で あ り，Evans 　blue の み を

静 注 し，卵を 与 え なか つ た 4 匹 の モ ル モ
ッ

トは何の 反応

を示 さなか つ た ．従つ て こ の 反応 は 全 く特異的 な反応 と

考 え られ る．　（Fig．　1 ）

　2） チ トク ロ
ーム C の経 口 投与 に よ る PCA

　15分ない し30分 の 間 に 反応が陽性 に 出た ．4 匹 の モ ル

Fig．1 上 2例 卵 の 経 口 投与 に よ る PCA

　　　 下 2例 　J パ ソ ス ブ ル ー
の み の 静脈注 射 ，

　　　　　　　 卵 は 与 え ず

　　　 各例 の 右側　抗 卵 白 ア ル ブ ミ ン ウ サ ギ 血 清

　　　　　　 左 側　正 常 ウ サ ギ 血 清 （対 照 ）

　 　 　 上 2 例 の み 右 側 が陽 性 に 出 て い る

Fig．2 上 2 例 Cytochrome 　C の 経 口 投 与 に よ る

　 　 　 　 　 　 　 　 PCA

　　　 下 2 例 　エ バ ン ス ブ ル ー
液 の み 静 脈 注 射

　　　　　　　　（CytochromeC は与 え ず ）

　　　 各 例 の 上 （1 ，2 ）抗 Cytochrome　G ウ サ

　 　 　 ギ 血 清

　　　　　　 下 （3 ，
4 ）正 欝 ウ サ ギ 血 清 （竝 照 ）

　　　 上 2 例 の み の 1 ，2 が 陽 性 に 出 て い る

，

表 2　卵 の 経 口 投 与 に よ る PK 反 応

・

recipients 1 2 3

灘韈難臻黷覊慧驚 霧醗 llミ1
石蹴

論 ： 麟 鴬

8，竿；釧 生卵 ・個
　　　　　 」＿ 　＿

鱗 ；釁）レ
  A ．0
（27才，女）

  H ．T

（29才，女 ）

〃

〃

　 K ．M 　Iゆ で 卵

（  と 同
一

）1 ユ 個

1．
2．

（十）

（十）

一
生 卵 ・個k＋）

｛
生 卵 2個

　 　 　 　 1
　 　 　 　 　 　 r
（一）波 内注 射 ［（十）

同・ 卵 ・個i雨
（十）生 卵 1個 （＿）l
　 　 　 　 　 　 I　　　 l
　 　 l　　　　　　　 」　　　 1

（十）

　　患者 血 清 を 皮内に注 射 後24時 間 目 に 経 ロ 摂 取

　　更 に 48時間 後 （Ao の み 卵 白 ア ル ブ ミ ン 液 を

　　　　　　　　　患者 血 清 の 注 射 個 所 に 皮 内注

　　　　　　　　　射 し た ）

3． 更 に 1週 間 後

（十）膨疹，紅斑 共 に 出現 （
一

）対 照 血 清 と 差 な し

モ
ッ ト｝こ陽性 で あ り，対照 に 用 い た他の 4 匹 の モ ル モ

ッ

トは 陰挫 で あつ た （Fig．　2 ）

　3） 卵 の 経 ロ 投与 に よ る PK 反応 （表 2 参照）
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Fig・　3・　Patient 陣 um 卵 ア レ ・レ ギー
患者 血 清

　　　 contrel 　　　 正 常 人 血 清・

rec ．ipient　K ．M （男），血 清 注 豸t後24時間 目 に 生 卵 1

個 摂 取 ，45分 後 の 写 真．中 心 部 紅 斑 ，周 囲膨 疹
， そ

の 周 囲紅斑。　　　　　　　　　　　　　
」

　　　　 Fig．4．血 清 ｝ま写：真 3 に 同 じ．
recipient 　H ．T （女），生卵 1個摂取後 1 時間の 写 真 9 ．

中心部 膨疹，周 囲紅斑．

　生卵 を摂取 ・
し て か ら30分 な い し45分 の 間に 血 清注射個

所 に ，　 か ゆみ を 感じ，　更 に wheal 　 and 　fiare　 reaction

を生 じ ， 動 こ15分後に発赤の 大 きさ は最大に 達した ．

〈Fig ．3 ， 　4 ）

　男子 2 名 ， 女子 2 名 の recip 三ents の 内，女子 1名を除

く3 名に 陽性で あつ た ．

　 こ の 陰性 の recipient に ，
　 reagin の 皮膚固着性 を調べ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
るた め ，

PK 　 site に 卵白 ア ル ブ ミ ン 溶液0．02ml （蛋白

量 10γ ）を 注射 した 所 ，wheal 　 and 　fiare　 reaction が 出

現 した ．従 つ て
， 経 口 的に 摂取 した卵白が ？Ksite に

到達 しなか つ た と考 え られ る ．

　陽性に 出た 男子 r名 （K ．M ），女子 1 名 （H ．T ）に 再 度

48時間後に 生卵 1個を摂取 せ しめ た と こ ろ ，
K ．M に再

び 初 回 と 同様 に wheal 　 and 　flare　 reaction を生 じた が

（H ・T ） に は ，再 度 の 反 応 は 出 なか つ た ．こ の 男子 に 更

に 1週間後 に 生卵を摂取 させ た 所，再 び 反応 は 出現 し

た．沸騰せ る湯 の 中 に 30分間入れ て お い た hard　 bOiled

の 卵を摂 取 して も反応 は 出ず ， その 後で生卵を食べ る と

陽性に な つ た ．患者lt　hard　boiled の 卵 で も消化 器症状

を 呈 す る ど言 つ て い る が ，経 口投与 の PK 反応は 出 なか

つ た ．

　4）　寒天ゲ ル 内沈降反応

　経 口 投 与 に よ る PCA 反応 ，　 PK 反応 を 行つ た モ ル 干

ッ ト，あ る い は recipients の 面清中 の 卵白 ア ル ブ ミ ン

を ，抗卵白ア ル ブ ミ γ ウサ ギ 血 清で 検 出 を 試み た ．ag ・

ar 　gel　diffusionで は ， 何の 反応 もみ られ なか つ た ．

　Standard として ，1mg ！m1 の 卵白 ア ル ブ ミ ン を倍 々

稀釈 し て
， 抗卵白 ア ル ブ ミ ソ ウ サ ギ血清との 問 に agar

gel　diffusienを行なつ た所 8γ！ml 陽性で あつ た の で ，

PCA ，　 PK 反応で 陽性 で あつ た 例 の 血 清中に ， 卵白ア

ル ブ ミ ン が存在す る として も 8 γXml下 で あ る と考え ら

れ る ．

　 5） Radioimmunoelectrophoresis ．

　卵を経 口 投与して PK 反応を行なつ た recipient の 血

清，PCA を 行 なつ た モ ル モ
ヅ ト血 清を 卵 の 投 与 以 前 に

採血 して 分離 し，こ の 血清 に つ き radioimmunoelectro −

ph・ resis を行 なつ た ．

　 ヒ ト血清 の 場合，血 清を 電気泳動 した あ と溝の 中 に ，

抗 ヒ ト馬血清に P31結合卵白ア ル ブ ミ ソ を まぜ た もの を

入 れ ，
モ ル モ

ッ
ト血 清の 場 合 に は ， 溝 の 中に 抗 モ ル モ ッ

ト ウサ ギ 血 清 と IISI結合卵白 ア ル ブ ミ ソ を まぜ た もの を

入 れ た ．　 こ の 方法 で 陽性 に 出た の は ，経 口 投与で PK

反応 の 出 なか つ た A ．0 血清の み で あつ た ．　 （Fig・5 ＞．

Fig．5．　A ．0 　血 清 の radioimmunoelectropheresis ・

　　　 溝 の 中 に 1！3L
卵 白 ア ル ブ ミ ソ と 抗 ヒ ト 馬 血

　 　 　 清 を ま ぜ た もの を 入 れ て あ る．

A ．0 血 清中に IgG の 抗卵白ア 々 ブ ミ ソ 抗体が あ り，患

者 血清中に は ，
工gG ，　IgA 抗体の ほ か に ， 未同定 の 抗卵

白ア ル ブ ミ ソ 抗体があつ た ．　　　　 （第 2 編参照）

　　　　　　　　　V ． 考　　案

　 1）　抗原 の 経 口 投与に よる PCA に つ い て
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　モ ル モ ッ N ：．et書に よれば
1 η ，生後 2 〜3 日 よ り飼料

を食 べ は じめ ，オ ス で は70日 ，
メ ス で は 30〜45日で性 成

熟に 達す る とさ れて い る．こ こ で 用 い た モ ル モ ッ トは ，

すぺ て 4009 前畿の オ ス で あ るの で ，個体差を 無撹すれ

ば ，大体40Bttの 体重に相当す る，従つ て ， 相当成育 し

た モ ル モ ッ トで あ る，、それ に もか か わ らず ，抗原の 経 口

投与に よつ て PCA が陽牲に 出るこ とは ，成育後も抗原

と し て 充分量 の 蛋白質が腸管 よ り吸収され る事を示 して

い る．

　こ の 方浸…は ， 蛋 白質ない し抗原の 腸管よ りの 吸収の 有

無 に 関 して ．極 め て 有 力 な解 決手段を提供す る もの と思

わ れ る．動物実験 の場合，蛋白質の 経 口 投与 で気管内 へ

の 誤 入 が あ り得 るか も知れ な い の で ，腸管へ の ゾ ソ デ を

使う方法が最 も確実 と考 え られ る ．こ の 実験で は ，少く

とも卵に 関する限 り，状況 よ り考えて ，まず ，気管内誤

入 は な か つ た もの と考えられ る．

　 2） 卵の 経 口 投与に よ る PK 反応 に つ い て

　 4人 の recipient ＄ の 内，3 人は 陽性 で あつ た ．従つ て

卵 の 蛋白質 は ， 抗原畳を保持 した ま ま ， 正常人に お い て

も腸管内 よ り循環血 液中に 移行 し得 る と思わ れ る．蛋白

質が全く消化を受けず に移行 し得る の か
， あ る い は 、あ

る 程度ま で 消化を受け て も，抗原控を保持 した 分子構造

を もつ て 移行す るの か ， 明 らか に は で きな か つ た ．試 み

に ，モ ル モ ッ トに   ，2μC の 卵白ア ル ブ ミ ン 液 を飲ませ

て ，45 分後 に 全 採血 した h：’

／s。e 程度 の 放射能 しか 検出で

きず，検討に 耐 え なか つ た ．

　 3）　 PK の recipient の 自然抗体 に つ い て

　　4 人の recipients の うち ，1人は 卵 の 経 口 投 与で は 陰

性 で あ るが ，PK 　slte に 卵白 ア ル ブ ミ ソ を 皮内注射す る

と強陽腔に 反応 が 出現す る の で ，reagin が 皮膚 に 固 着す

る の は 明らか で あ る．この τecipient の 血 清中 に の み ，

卵白 ア ル ブ ミ ソ に 対す る IgG 抗体が radi 。irnrnunoele−

ctrophoresis で検出 された ，した が つ て腸 管 よ りの 抗原

吸 収 が なさ れない た め に皮膚反応 が 出なか つ た の か も知

れない が ，も う
一

つ の 考 え方 と して ，抗原 と して の 卵 の

　成分が ，腸 管 よ り箔環血液中｝こ移行 して も ，
IgG 抗体に

　よ り中和 され て しま い ，皮膚｝こ 固着 した reagin と反応

　し 得なか つ た とい う考 え 方 も成 り立 つ ．い まだ 例 数 は 少

　な い が 興味深 い 点なの で 将来検討した い ．

　　4） 経 口 投与の PK 反応 の 反復性 に つ い て

　　・1 人の recipients の うち 、 患者血清を 1回皮内に 注射

　した だ けで ，3 回 の 郵摂取 に よ り，その つ ど wheal
．
and

　flare　reactien を 生 じた ．こ の 結果 よ りみ る と，食餌性

蕁麻疹 の 場合た と え 血 中に reagin が 消失 して い て も、

reagin か 皮膚に 固着 して 期閤中は ， ア レ ル デ ソ が 血中に

入 れ ば reagin が 全 部消 失 して し まわ ない で 河回 で も蕁麻

疹を起 し得 る の では な い か と考えられ る ，

　5）　ア レ ル ゲ ン の 経 口 投与 に よ る PK 反応の 応用 に つ

い て

　食餌性蕁麻疹の 場合，臨床上患者 の 訴 える食品 の エ キ

ス で皮内反応が陽牲 ｝こ毘る例は 多くな い ．食品が あ る程

度分解 された もの がア レ ル ゲ ソ となつ て い る と解決 され

るが ，
ア レ ル ゲ ン の 経 口 投与 に よる PK 反応は 診 断 に 役

立 つ の で は なか ろ うか ．もつ とも ， この 場合 ， 患者 と

recipient との 闘 に 食品 の 分解 ，代謝過程 に 相違 が あるか

も知れ な い とい う事実 は ，一応考慮す べ きで あ ろ う．

　 6） 患者の 消化器症状 の 意義 に つ い て

　 Ogilvie ’M
；t，　N’ematode を腸管内に 寄生 させ て ，　 rat

に reagin 様 の 抗体を持つ よ うに させ る と ， 虫体 の 排泄

が 促進され る と報告 し て い る．　こ の 卵 ア レ ル ギー患者

は ，卵を食ぺ る と唖吐，下痢症状 を呈 し ，
こ れを薬剤で

揮制する と，蕁麻疹，時 に は 喘息 な ど の 全身症状 を 塁 す

る に 至 る，従つ て 消化器症状は ，
ア レ ル ゲ ン が循環 ｛血液

内に 浸入 す る 以前 に ，体外排出を 促進す る効果が あ る と

考 え られ る．

　 7） Oral　 immun1zati。n に つ い て

　 正 常入 に も腸管 よ りの 卵 7 レ ル ゲ ン の 吸収が 証明 され

た が ，卵白 ア ル ブ ミ ン に 対す る抗体 を検 出 し 得 な か つ

た ．か えつ て 卵の 経 口 投与で PK 反応が出ない reciplent

に 抗体が 検出 され た ．正 常人｝こ oral 　immunization が

成 立 しな い で あろ うか ，Korenblat ら
1“］et，　 B　S　A に 対

す る 抗体 が 5才以下 の 子供 で は 8C％位 検 出 され て い る の

に 成入 で は 29％ しか 検出されない 理由を検討 し て い る ．

抗体 を もつ て い る 成 人 で は ，BSA の 経 口 投与で抗体衝

は 上昇す るの に ， 抗体をもつ て い な い 成人 で は
， 経 口 投

与 で も皮内注射で も抗体緬は 上男 しない の で ，
immuno ・

　ioglcal　 unresponsiveness が 獲得 され る の で は な い か と

　考 え て い る ．邸に つ い て もあて は ま るか 否か を将来検討

　 して み た い ．

　　8）　reagin に 産生 に つ い て

　　卵白ア ル ブ ミ ン に 対 し IgG 抗体 の み を も つ 正 常人

が、こ の 実験 で は 4 入 el　 1人見出 だ され た ．一方 で は ，

　卵自ア ル ブ ミ ン に 対 し ，
IgG ，　IgA 抗体 の ほ か IC　reagin

　を もつ て い る患者が 存 在 し て い る．　なぜ ， 特定 の 人 に

　reagin が産生 され る の で あろ うか ．　Davidson ら
：°」it，

　Ascaris 　lumblleeidesの 抽 出 液で 正常入を免疫 し90％ に 皮
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44− （750） 食 餌 性 ア レ ル ギ
ー

の 免疫学的研 究

膚反応陽難化をみ て お り，Becker らは ragweed 　pollen

extract の emulsion を 正 常人 15入 に 注射 し10人 に 即時

型皮内反応 の 腸 性化をみ て い る．従つ て ，正 常人も［ea ・

gin を作 り得る能力は 持 つ て い る と考 え られ る，

　斎 藤 ら
15 》

に よ れ ば ，食餌｝こ よ る 消化 管 ア レ ル ギー
患者

は ， 蛋白質 （分解産物をも含めて ） の 吸壇 は 正常 人 よ り

低下 して い る と報告 して い る，そ れ に もか か わ らず ，34

才に 到 る も高 い titer の reagin を 保持 して い るの は ，

や は り正常人 よ りも reagln 　type の 抗体 を 作 りやすい 素

因 を有して い るの で は な か ろ うか ．

　 こ の 患者 の 場合 ， 生下時，卵 で 体を洗わ れ た とい う事

実が どの よ うに rcagin 産生 に 影響を お よぼ した か は 不

明 で あ る．

　　　　　　　　 VL 結　 　論

　1） 成育せ るモ ル モ ッ トに ，抗 卵 白 ア ル ブ ミ ソ あ る い

は 抗 チ トロ ク ロ
ー

ム C ウサ ギ 血清を皮内注對 し ， 4時間

後 に ，卵あるい は チ トク ロ
ー

ム C を経 P 的 に 与えた とこ

ろ ，い ずれ もPCA 反応が 成 立 し，消化管 よ りの 抗原 吸

収 が 確め られ た．

　2） 正常人 4 人 に 卵 ア レ ル ギ ー
患者 血清を 皮内注射

し ， 24時間後に卵をの ませ た と こ ろ ，4 入 の うち 3入 の

PK 頭 e に 膨疹 ， 発赤が出現 し た ．

　3）　4 人 の recipients の 内 ，
1 人だ けが卵の 経 口 投与

に よ る PK 反応陰性で あつ た ．　しか し，こ の reciplent

の PK 　 site に 卵 白 ア ル ブ ミ ン 液 を注射す る と皮膚反応は

強陽性 となつ た．

　 4 人 の 5ち，こ の reclpient だ けが 卵白 ア ル
』
ブ ミ ソ に

対 す る IgG 抗体をもつ て い る こ とを radioimmunoele −

Ctrophoresis 　で 担月らカ、セこ した ．

　4）　
一度，卵 ア レ ル ギー

思者血清を 皮内に 注射 された

4人 の recipients の 内の 1人 は ，数回 卵 を摂取するた び

に PK 　site に 膨疹，発赤が 出 現 し，慢性蕁麻疹との 類

似性 が み られ た ，
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                       ]mrnunological  Studies on  Feocl  AIIergy

   I, P( A  and  Prausnitz.Kustner  reaction  by oral  challenging  ef  antigen  or  allergen

           Departmcnt  ofAllcrgology',  Institute of  Aledlcal Science, University o{' Tokyo

                                Koji Ito, Tiuzi  Sindo

               DepartmenL of  ])ermatology, School of  "L'Iedicing Keio  U' niversity

                                  A;ciko  OhshiTe

    1) Passive cu!ancous  anaph>'laxls  was  cavried  out  b}' orai chatlenging  ofantigen,

    Both in the  caseoregg-anti  ovalbumin  and  in the  case  ofcytochrome  C-anti cy[ochi'ome  C, PC,AL
wcre  clearly  positk'e by oral  cha]lenging.

   2) Serum  frotn a  patient sensit{ve  to egg  was  injccted intradermally to four recipient.  AI'ter tuking
egg  orally,  three reclpients  sho-y'ed  wheal  and  fiaTe reactions  at  Lhe  PK-slte,

    3) One  recipient  who  showed  no  reaction  at  PK-site b>' taking  eg.q  oraily,  showed  reaction  by in.iec-
tion oi' egg  albumin  at  PK-site. IgG  antibocly  to egg  albumin  was  delec{ed in this recipicnt  by radioimmti-
noclectrophresis.  The  other  recipients  had  no  antibodies  to egg  .-,Ibumin,

   4> By  irljection of  the  patient serum  once  intradermally, ome  ]'ecipient  shoss'ed  skin  reaction  cveFy                                                                                .
three  times  when  he taok  eggs  erally.

L

                        immunologlcal  Studies on  Food  A"ergy

       II. IgG.,  IgA. antibody  and  unidentified  antibedy  deteeted in egg  allergy  with

                             
i3'I

 conj'ugated  egg  albumin

           Departmenl  of  Alleigology, lnstitute of Medical Scienre, Univers'its. of  Tokyo

                                Koji  Ito. Tiuzi  Sindo

               Deparlment  of  Dermatololog}t, Schoel of  pt1edlcine, Kcio LTnis'erslty

                                  Akiko  Ohshiro

    1) Immunoelectrophoresis  and  immunodiHlisien  vvere  carried  out  }y'ith serum  frein a patietrt seti-

sitive  to egg.  IgG- and  IgA  antibodies  were  detected with  use  of  Ii3L egg  albumin  and  anti  hurnan  serum,

    Unidentified antibod}.  to egg  a]bumin  svas  detected by direct rcaction  between the  patient serum  and

IiSi egg  album{n.

    This  unidentified  antibDd>'  did not  form  any  precipitin band against  anti  IgG, IgiX, IgM,  IgD, Fab
and  anti  immunoglobulin serum.

    It is not  clear  that  thls antibody  is cnc  against  a  minDr  component  ef  the egg  albumin  preparation,
or  this is another  !mmunoglobuEin  than  IgG, IgA, IgM  and  IgD,

    2) PK  activity  wa,s  found also  in IgG fractlon syhich  was  eluated  in DEAE  cellulDse  column  chrorna-

tegraphy  with  pH.  8.0, O.OO] M  phosphate buHbr.

    It seems,  therefore,  that Teagin  to eg,g  is eluated  e?lier  than  reagin  to ragweed  potlen svh{ch  was  report-

ecl  by Dther  authors.

    3) 
'I'woIgApree[pitinbands

 "'erc  shown  {n allergic  and  non-allergic  peisoti$ by anti  immun-
oglobulin  serum  wh{ch  was  prepared  b), immunization  with  anti  human  Fab- human  immunoglohuiin

cofnplex  te rabbits,

   
'I'his

 immttn;zation method  nilgh{  detect minor  difitLreiices u{' H  chains  of  lgtX molectties.


